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一
、
中
庄
新
川
家
文
書
の
研
究
を
ふ
り
か
え
っ
て

　

平
成
二
三
（
二
〇
一
一
）
年
以
降
、
鶴
﨑
裕
雄
・
小
髙
道
子
・
山
村
規
子
・
近
藤

孝
敏
・
倉
橋
昌
之
・
大
利
直
美
が
国
文
学
研
究
資
料
館
の
調
査
員
に
な
っ
た
の
を
機

に
、「
中な

か
の
し
ょ
う
に
い
が
わ
け

庄
新
川
家
文
書
研
究
会
」
を
組
織
し
、
数
点
の
共
同
研
究
の
論
文
を
発
表
、

毎
年
三
月
末
日
に
刊
行
さ
れ
る
国
文
学
研
究
資
料
館
の
『
調
査
研
究
報
告
』
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、『
調
査
研
究
報
告
』
に
掲
載
の
中
庄
新
川
家
文
書
を
使
用
し
た
調
査

研
究
論
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
『
調
査
研
究
報
告
』
三
六
号
、
平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）、
鶴
﨑
裕
雄
の
「「
新

川
盛
政
駿
河
下
向
記
」
の
史
料
的
研
究
」。
中
庄
新
川
家
三
代
目
当
主
で
あ
る
新
川

盛
政
が
、駿
府
の
徳
川
家
康
の
許
に
、同
じ
く
新
川
一
門
の
貝
塚
御
坊
（
後
の
願
泉
寺
）

願
泉
寺
卜
半
ら
と
連
れ
だ
っ
て
参
上
す
る
道
中
記
で
、
名
所
・
旧
跡
を
尋
ね
て
歌
や

句
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
道
中
記
の
背
景
に
は
、
和
泉
国
貝
塚
寺
内
町
内
部
の
相
論

が
あ
る
が
、
下
向
記
の
内
容
は
、
名
所
や
旧
跡
の
和
歌
や
句
に
絞
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
こ
の
論
文
で
は
、
盛
政
が
駿
府
で
家
康
に
目
通
り
し
た
後
に
催
さ
れ
た
、

和
漢
聯
句
の
原
懐
紙
も
翻
刻
・
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
和
漢
聯
句
に
は
文
殊
院
勢

誉（
与
）・
道
春
（
林
羅
山
）
な
ど
、
家
康
側
近
の
文
人
た
ち
が
一
座
し
た
。

　
『
調
査
研
究
報
告
』
三
七
号
は
、
平
成
二
九
年
（
二
〇
一
七
）、「
堺
伝
受
と
和
歌
・

連
歌
―
中
庄
新
川
家
文
書
研
究
会
報
告　

二
」
と
し
て
、
鶴
﨑
の
「
中
世
堺
と
堺
古

今
伝
受
の
土
壌
」、
小
髙
道
子
の
「
解
題
と
翻
刻
―
中
庄
新
川
家
蔵　

古
今
和
歌
集

聞
書
（
仮
題
）」、
大
利
直
美
の
「
翻
刻
と
解
題
―
慶
長
三
年
二
月
「
連
歌
・
和
歌
会

書
留
」・
慶
長
五
年
「
陪
八
月
十
五
夜
月
宴
和
歌
」
―
」
を
載
せ
る
。
小
髙
の
論
考

中
庄
新
川
家
文
書
研
究
会
報
告
六

　
中
庄
新
川
家
文
書
の
研
究

鶴
　
﨑
　
裕
　
雄

大
　
利
　
直
　
美

＊
キ
ー
ワ
ー
ド

　
　
　

�

中
庄
新
川
家
文
書
研
究
会
・
堺
伝
受
・
堺
天
神
の
社
僧
盛
誉
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に
よ
り
、「
古
今
和
歌
集
聞
書
（
仮
題
）」
が
「
堺
伝
受
」
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
、
注
目
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
大
利
は
、
そ
の
伝
受
を
受
け
た
盛

政
の
歌
会
と
連
歌
会
の
作
品
を
翻
刻
・
紹
介
し
た
。
合
わ
せ
て
紹
介
し
た
「
陪
八
月

十
五
夜
月
宴
和
歌
」
は
、
関
ヶ
原
合
戦
に
東
軍
方
と
し
て
盛
政
が
出
陣
す
る
中
庄
新

川
家
一
門
の
直
前
の
歌
合
で
あ
る
。

　
『
調
査
研
究
報
告
』
三
八
号
、
平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
に
は
、「
中
世
都
市
堺

と
宗
祇
・
肖
柏
―
中
庄
新
川
家
文
書
研
究
会
報
告
三
―
」
と
し
て
、
鶴
﨑
の
「
堺
伝

受
の
一
源
流
―
連
歌
師
宗
祇
の
場
合
―
」、
小
髙
の
「
中
庄
新
川
家
蔵
『
伝
受
次
第
』

と
新
川
家
の
古
今
伝
受
」、
山
村
の
「
史
料
紹
介
「
新
川
宮
内
少
輔
盛
政
伝
（
わ
が

老
の
記
）」
が
翻
刻
・
紹
介
さ
れ
た
。
小
髙
の
紹
介
で
は
、
堺
伝
受
が
、
確
実
に
新

川
家
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。

　
『
調
査
研
究
報
告
』
三
九
号
、
平
成
三
一
年
（
二
〇
一
九
）
で
は
、「
堺
伝
受
の
周

辺
―
中
庄
新
川
家
文
書
研
究
会
報
告
四
―
」
と
し
て
、
鶴
﨑
・
大
利
の
「
翻
刻
『
紀

の
路
御
遊
覧
日
記
』」
と
、
近
藤
孝
敏
の
「
翻
刻
と
解
題　

中
庄
新
川
家
蔵
『
伝
受

次
第
』」
を
掲
載
し
た
。
鶴
崎
・
大
利
が
翻
刻
・
紹
介
し
た
『
紀
の
路
御
遊
覧
日
記
』
は
、

江
戸
時
代
後
期
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
九
月
、
貝
塚
寺
内
町
願
泉
寺
住
職
卜
半

家
事
十
代
了
真
と
一
族
郎
党
が
、
貝
塚
寺
内
町
か
ら
紀
州
玉
津
嶋
・
和
歌
山
城
下
を

巡
る
遊
覧
記
で
あ
り
、
近
藤
の
『
伝
受
次
第
』
の
考
証
は
、
前
稿
の
小
髙
の
伝
受
の

論
と
相
ま
っ
て
、
宗
祇
か
ら
肖
柏
へ
、
さ
ら
に
盛
政
か
ら
盛
明
・
盛
里
へ
と
堺
伝
受

が
確
実
に
伝
わ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
『
調
査
研
究
報
告
』
四
〇
号
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
三
月
、「
中
庄
新
川
家
文

書
研
究
会
報
告
五
―
」
で
は
、
鶴
﨑･

近
藤
・
大
利
が
、「
中
庄
新
川
家
に
伝
わ
る

近
世
初
頭
～
前
期
の
和
歌
」
で
、「
堺
伝
受
」
を
つ
ぐ
盛
政
・
盛
明
二
代
の
和
歌
の

懐
紙
や
短
冊
な
ど
を
翻
刻
・
紹
介
し
た
。

　

さ
ら
に
、
今
回
の
『
調
査
研
究
報
告
』
四
一
号
「
中
庄
新
川
家
文
書
研
究
六
」
で

は
、
小
髙
・
山
村
は
「
解
題
と
翻
刻　

中
庄
新
川
家
蔵　

古
今
和
歌
集
聞
書
（
仮
題
）

二
」
に
お
い
て
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
「
古
今
和
歌
集
聞
書
（
仮
題
）」
を
紹
介
し
、

こ
れ
が
「
古
今
和
歌
集
聞
書
（
仮
題
）」
の
続
き
で
あ
る
こ
と
を
検
証
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
中
庄
新
川
家
文
書
は
、
新
資
料
が
次
々
と
発
見
さ
れ
る
文
書
群
で
あ
る
。

　

以
上
が
、
こ
れ
ま
で
の
中
庄
新
川
家
文
書
の
調
査
研
究
の
報
告
で
あ
る
。
中
庄
新

川
家
は
、
平
安
時
代
の
河
内
国
長
野
庄
の
開
発
領
主
三
善
氏
の
流
れ
を
汲
み
、
在
地

代
官
を
務
め
て
き
た
家
で
、
お
よ
そ
三
〇
〇
〇
点
に
及
ぶ
古
文
書
が
伝
来
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
報
告
は
、
堺
伝
受
を
受
け
て
い
る
三
代
目
当
主
で
あ
る
盛
政
を
中

心
に
報
告
が
な
さ
れ
て
き
た
。
中
で
も
小
髙
の
報
告
は
、中
庄
新
川
家
に
伝
わ
る
「
古

今
和
歌
集
聞
書
（
仮
題
）」
を
翻
刻
・
紹
介
し
、
肖
柏
か
ら
宗
訊
に
伝
わ
る
「
古
今

和
歌
集
聞
書
」（『
古
聞
』）
と
は
ま
た
内
容
の
異
な
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、
小
髙
と
近
藤
の
『
伝
受
次
第
』
の
検
討
に
よ
っ
て
、
中

庄
新
川
家
の
古
今
伝
受
が
宗
祇
か
ら
肖
柏
へ
と
継
承
し
た
も
の
で
、
近
世
前
半
に
は

盛
政
か
ら
盛
明
・
盛
里
へ
と
伝
わ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、「
古
今
和
歌
集
聞
書
（
仮
題
）」
の
以
外
に
も
、
古
今
伝
受
の
有
り
様
が

確
認
で
き
る
資
料
が
あ
る
。
今
回
の
報
告
で
は
、
そ
の
こ
と
を
確
認
し
つ
つ
、
盛
政

の
堺
伝
受
と
そ
の
周
辺
を
見
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
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二
、
中
庄
新
川
家
文
書
に
み
る
堺
天
神
の
社
僧
盛
誉

　

こ
こ
で
は
、
前
掲
稿
と
一
部
重
な
る
が
、「
駿
河
下
向
記
」
他
、
和
歌
懐
紙
な
ど

の
資
料
か
ら
盛
政
の
「
堺
伝
受
」
に
つ
い
て
、
枚
数
の
都
合
で
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
や
、
そ
の
後
に
考
察
を
加
え
た
こ
と
を
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

ま
ず
、「
新
川
盛
政
駿
河
下
向
記
」
を
見
て
み
る
と
、
冒
頭
部
に
「
和
泉
国
貝
塚

と
云
う
所
に
く
せ
ち
の
い
て
き
て
事
す
ま
す
な
り
し
か
は
、
す
る
か
の
さ
た
に
及
び

て
下
侍
と
て
」
と
、
同
じ
く
新
川
一
門
惣
領
家
の
佐
野
川
新
川
家
を
出
自
と
す
る
貝

塚
卜
半
家
が
貝
塚
寺
内
町
の
住
民
と
「
く
せ
ち
（
口
舌
）」、
つ
ま
り
相
論
を
お
こ
し

た
際
、
駿
河
（
徳
川
家
康
）
か
ら
下
さ
れ
た
有
利
な
判
定
（
家
康
黒
印
状
）
に
対
す

る
御
礼
の
た
め
、
駿
河
に
出
か
け
た
道
中
で
、
盛
政
が
詠
ん
だ
歌
や
句
を
綴
っ
た
も

の
で
あ
る
。「
駿
河
下
向
記
」
に
は
、
処
々
に
別
筆
で
点
と
注
が
施
し
て
あ
り
、
巻

末
に
は
「
付
墨　

盛
誉
（
花
押
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
盛
誉
と
い
う
人
物
が
付
墨

を
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
盛
誉
は
、
西
坊
と
号
し
た
堺
天
神
の
社
僧
で
、
堺
の
連
歌

師
で
あ
り
、
慶
長
三
年
二
月
の
連
歌
で
一
座
し
て
お
り
、
宗
柳
か
ら
古
今
伝
受
を
受

け
て
い
る
。
さ
ら
に
堺
天
神
松
南
院
の
院
主
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る（

１
）。

　

盛
誉
は
、
所
々
の
名
所
で
詠
ん
だ
盛
政
の
和
歌
や
句
に
対
し
て
、「
右
結
句
、
な

に
と
そ
あ
る
へ
し
歟
」、
や
「
両
首
と
も
殊
勝
覚
へ
候
」
な
ど
指
導
的
な
書
入
を
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
盛
政
の
「
此
て
に
を
は
、
不
堪
の
身
に
は
な
ら
ひ
あ
り
と
て
も

す
へ
か
ら
す
こ
と
な
か
ら
、
人
に
見
す
る
こ
と
に
し
あ
ら
ね
は
、
よ
め
し
な
り
」
と

い
う
こ
と
に
対
し
て
、「
て
に
を
は
大
か
た
究
申
候
、
ま
た
吟
味
む
つ
か
し
く
候
」

と
「
て
に
を
は
」
を
お
お
か
た
究
め
た
、
と
答
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
小
髙
は
、
新

川
家
に
伝
わ
る
「
古
今
和
歌
集
聞
書
（
仮
）」
の
講
釈
は
、「
テ
ニ
ハ
」
の
指
導
が
多
く
、

古
今
和
歌
集
を
通
じ
て
和
歌
、
連
歌
を
詠
む
た
め
の
「
テ
ニ
ハ
」
を
伝
え
る
た
め
に

行
わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る（

２
）。

　

す
な
わ
ち
盛
政
は
、宗
柳
か
ら
「
テ
ニ
ハ
」
を
重
視
す
る
「
堺
伝
受
」
を
受
け
た
が
、

そ
の
後
も
兄
弟
子
で
あ
る
盛
誉
か
ら
指
導
を
受
け
、
伝
受
を
身
に
つ
け
よ
う
と
し
て

い
た
こ
と
が
推
測
で
き
よ
う
。

　

さ
ら
に
、
伝
受
の
内
容
は
、
和
歌
懐
紙
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
盛
政
の
「
詠

七
首
之
和
歌
」（
元
和
三
年
以
前
七
月
七
日
）
に
は
、端
裏
書
に
異
筆
で
「
付
墨
五
首
」

と
あ
り
、
又
、
盛
政
の
「
詠
二
十
首
和
歌
」（
元
和
四
年
三
月
以
前
）
に
は（

３
）、

　
　

都
お
も
ふ
か
り
の
ま
く
ら
も
か
く
は
か
り
な
み
た
ふ
か
む
る
ほ
と
ゝ
き
す
哉

　
　

右
御
詠
下
句
珍
重
候
、
第
二
句
今
す
こ
し
あ
る
へ
く
候
歟

と
の
指
導
的
な
書
入
れ
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
盛
政
の
前
掲
「
詠
二
十
首
和
歌
」
の
和

歌
に
は
、

　
　

別
恋　

枕
さ
へ
ま
た
取
あ
へ
ぬ
み
し
か
夜
の
わ
か
れ
か
な
し
き
あ
か
つ
き
の
か空

ね歟

　
　
　
　
　
　

�

か
ね
と
候
へ
ハ
、
理
か
あ
ま
り
至
極
候
て
よ
ろ
し
か
ら
す
聞
え
候
、

連
哥
に
ハ
か
は
り
、
哥
ハ
理
の
つ
ま
り
立
ぬ
や
う
に
あ
そ
ハ
し
候
事
、

肝
要
候
歟

と
書
入
れ
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

　
　

神
祇　

相
お
も
ふ
心
の
ま
つ
を
う
へ
し
植
て
い
の
る
に
か
な
へ
住
吉
の
神

の
歌
に
は
、

　
　
　
　

恋
の
哥
な
か
ら
、
祝
候
て
め
て
た
く
覚
え
候
歟
、
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連
哥
に
ハ
相
か
ハ
り
に
て
墨
を
引
く
事
、
中
〳
〵
な
き
事
、
其
憚
多
候
、

　
　
　
　

�

別
而
御
条
な
き
に
よ
り
如
此
候
、
か
ま
へ
て
〳
〵
此
巻
物
い
さ
ゝ
か
も
外

見
候
ま
し
く
候
、

と
あ
り
、
こ
の
奥
に
異
筆
で
「
付
墨
十
首
」
と
後
に
評
点
を
付
け
、
連
歌
と
和
歌
の

理
の
違
い
を
の
べ
な
が
ら
指
導
し
て
い
る
の
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、「
こ
の
巻
物
い

さ
さ
か
も
外
見
候
ま
し
く
候
」
と
秘
伝
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
点
者
や
書
入
れ
は
、

筆
跡
な
ど
か
ら
み
て
、
盛
誉
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

盛
誉
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
堺
天
神
の
社
僧
で
松
南
院
（
西
坊
）
の
こ
と
で
、『
顕

伝
明
名
録
』
の
盛
誉
の
項
に
は
「
堺
天
神
社
僧
、
号
西
坊
、
自
宗
柳�

古
今
伝
授
、
了

休（
イ
林
）息
」
と
あ
る
。
彼
は
堺
北
庄
の
産
土
神
、
堺
天
神
社
常
楽
寺
（
現
菅
原
神
社
、
堺

市
戎
之
町
）
の
社
僧
で
あ
る
と
と
も
に
、
天
正
～
慶
長
前
期
の
堺
連
歌
壇
の
宗
匠
、

下
田
屋
宗
柳
か
ら
古
今
伝
受
を
受
け
た
堺
連
歌
師
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
彼
の
父
は
、

等
恵
や
宗
柳
と
も
一
座
し
た
堺
湯
屋
町（
現
堺
市
堺
区
熊
野
町
）の
橘
屋
了
休
で
あ
っ

た
こ
と
も
わ
か
る
。
元
和
前
後
に
は
同
社
松
南
院
の
院
主
で
、
大
坂
夏
の
陣
で
回
禄

後
の
堺
復
興
期
に
は
同
社
を
代
表
す
る
惣
代
の
地
位
に
あ
っ
た
。
堺
連
歌
師
と
し
て

の
盛
誉
に
関
し
て
は
、文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
九
月
か
ら
慶
長
一
五
年
（
一
六
一
〇
）

九
月
の
間
、
彼
が
一
座
し
た
連
歌
が
確
認
で
き（

４
）、
ま
た
同
三
年
二
月
の
堺
連
衆
の
紀

州
玉
津
島
下
向
に
も
、
宗
匠
宗
柳
や
源
光
寺
祐
心
（
同
寺
十
世
・
大
坂
円
光
寺
五
世
、

一
向
宗
僧
）、
吉
祥
院
空
盛
（
堺
天
神
社
僧
、
南
坊
）
ら
と
共
に
参
加
し
て
い
る
。

宗
柳
か
ら
古
今
伝
受
を
受
け
た
盛
誉
は
、
堺
在
住
の
半
井
卜
養
や
竹
田
薬
師
院
主
石

林
円
玖
の
両
医
師
に
古
今
伝
受
を
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
盛
政
の
子
息
、
盛
明
が
詠
ん
だ
「
詠
七
夕
七
首
和
歌
」（
元
和
以
前
ヵ

七
月
七
日
）
に
は
、

　
　

あ
ふ
瀬
夜
と
は
な
へ
て
し
り
け
り
七
夕
の
あ
く
る
空
と
て
な
に
し
の
ふ
ら
ん

の
歌
に
追
筆
の
注
で
、

　
　
　
　

�

此
懐
紙
何
も
珍
重
候
、
作
者
誰
人
候
哉
、
御
う
ら
や
ま
し
く
候
、
付
墨
四

首
内
長
一
首

と
指
導
し
て
い
る
の
が
う
か
が
え
る
。
盛
明
は
盛
政
の
跡
を
継
ぎ
、
中
庄
新
川
家
四

代
当
主
と
な
っ
て
い
る
。
初
名
新
十
郎
、
通
称
九
兵
衛
尉
と
い
っ
た
。
盛
政
か
ら
、

古
今
伝
受
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
前
述
し
た
『
伝
受
次
第
』
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
見
る
に
、
盛
誉
は
、
新
川
家
の
人
々
に
と
っ
て
元
和
年
間
に

い
た
っ
て
も
変
わ
ら
ず
指
導
役
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。「
駿
河
下
向
記
」
や
和
歌
懐

紙
な
ど
か
ら
も
「
堺
伝
受
」
の
こ
と
が
わ
か
り
、
近
世
初
頭
の
中
庄
新
川
家
は
、
堺

の
文
人
た
ち
と
深
く
結
び
つ
い
た
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
　

三
、
研
究
の
成
果
と
今
後
の
課
題

　

中
庄
新
川
家
文
書
の
研
究
成
果
は
他
に
も
見
ら
れ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
小
髙

に
よ
る
堺
伝
受
の
研
究
で
あ
る
。
小
髙
は
、「
堺
伝
受
に
お
け
る
『
古
今
和
歌
集
』

解
釈
―
中
庄
新
川
家
蔵　

古
今
和
歌
集
聞
書
を
め
ぐ
っ
て
（「
中
京
大
学
文
学
会
論

叢
第
三
号
『
中
京
国
文
学
』
通
号
三
十
六
号
）、と
「
テ
ニ
ハ
伝
受
と
テ
ニ
ハ
の
秘
伝
」

『
中
京
大
学
文
学
科
学
研
究
』
三
一
号
、
令
和
二
年
、
三
月
）
で
、「
古
今
和
歌
集
聞

書
（
仮
題
）」
の
堺
伝
受
を
改
め
て
論
じ
、「
古
今
和
歌
集
」
講
釈
の
中
で
「
テ
ニ
ハ
」



131

を
指
導
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

鶴
﨑
の
「
新
川
盛
政
駿
河
下
向
記
」
に
掲
載
し
た
「
慶
長
十
六
年
二
月
十
一
日　

和
漢
聯
句
」
は
、新
川
盛
政
が
徳
川
家
康
に
目
通
り
し
た
後
、文
殊
院
勢
誉
・
道
春
（
林

羅
山
）
な
ど
の
家
康
側
近
の
文
人
た
ち
と
和
漢
聯
句
を
詠
ん
で
い
る
。
そ
の
作
品
全

文
が
竹
島
一
希
氏
に
よ
っ
て
、
和
漢
聯
句
を
専
門
と
す
る
京
都
大
学
和
漢
聯
句
研
究

会
『
慶
長
元
和　

和
漢
聯
句
作
品
集
成
』（
平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
二
月
、
臨
川
書
店
）

に
引
用
さ
れ
て
お
り
、
慶
長
か
ら
元
和
に
か
け
て
、
代
表
的
な
作
品
で
あ
る
こ
と
が

注
目
さ
れ
よ
う
。

　

ま
た
、「
紀
の
路
御
遊
覧
日
記
」
は
和
歌
山
県
立
文
書
館
所
蔵
で
は
あ
る
が
、
一

昨
年
一
一
月
に
鶴
﨑
・
近
藤
・
大
利
が
、「
紀
行
文
に
見
る
近
世
後
期
の
紀
州
―
貝

塚
卜
半
家
の
紀
州
遊
覧
を
め
ぐ
っ
て
―
」
を
和
歌
山
地
方
史
研
究
会
で
報
告
し
た
。

昨
年
度
の
貝
塚
市
民
図
書
館
内
の
郷
土
資
料
室
で
展
示
さ
れ
、
古
文
書
講
座
の
テ
キ

ス
ト
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
展
示
期
間
中
に
、鶴
﨑
・
大
利
・
近
藤
の
講
演
「
ぼ
っ

か
ん
さ
ん
の
紀
北
遊
覧
を
め
ぐ
っ
て
」も
開
催
さ
れ
た
。
願
泉
寺
は
、古
く
か
ら「
ぼ
っ

か
ん
さ
ん
」
と
寺
内
町
の
人
々
に
親
し
ま
れ
る
存
在
で
あ
り
、
研
究
を
地
域
に
還
元

し
、
地
元
に
貢
献
し
た
と
い
え
よ
う
。

　

次
に
新
川
盛
政
は
、
沢
庵
宗
彭
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
。
盛
政
に
は
、
二
点
の

肖
像
が
あ
る
が
、
沢
庵
は
両
肖
像
画
に
賛
を
記
し
て
お
り
、
盛
政
は
、
沢
庵
の
若
い

頃
の
弟
子
で
あ
っ
た
。
盛
政
の
著
し
た
辞
書『
配
数
事
類
』に
も
序
文
を
記
し
て
い
る
。

二
人
の
関
係
が
親
密
で
あ
っ
た
事
が
う
か
が
え
よ
う
。
沢
庵
の
関
係
資
料
は
数
多
く

あ
り
、
紫
衣
事
件
以
降
の
動
き
は
比
較
的
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
研
究
も
盛
ん
で

あ
る
が
、
元
和
以
前
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
目
下
、
近
藤
が
資
料
の
検
討
を

続
け
て
お
り
、
今
後
の
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
倉
橋
も
堺
市
博
物
館
学
芸

員
と
し
て
、
学
問
分
野
か
ら
地
域
史
の
調
査
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

中
庄
新
川
家
文
書
の
数
は
多
く
、
今
回
の
小
髙
・
山
村
の
研
究
論
文
の
よ
う
に
、

ま
だ
ま
だ
何
が
発
見
す
る
か
分
か
ら
な
い
文
書
群
で
あ
る
。

〔
付
記
〕
中
庄
新
川
家
文
書
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
新
川
勲
子
様
を
は
じ
め
ご
家
族
の

皆
様
に
お
世
話
に
な
り
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

〔
注
〕

（
１
）
篗
田
将
樹
「
平
間
長
雅
の
箱
伝
受
と
『
堺
浦
天
満
宮
法
楽
百
首
和
歌
』」『
上

方
文
芸
研
究
』
五
号
、
平
成
二
〇
年

（
２
）
小
髙
道
子
「
堺
伝
受
に
お
け
る
『
古
今
和
歌
集
』
解
釈
―
中
庄
新
川
家
蔵　

古
今
和
歌
集
聞
書
を
め
ぐ
っ
て
」「
中
京
大
学
文
学
会
論
叢
第
三
号
（『
中
京

国
文
学
』
通
号
三
十
六
号
）、
平
成
二
九
年
三
月
、
同
「
テ
ニ
ハ
伝
受
と
テ
ニ

ハ
の
秘
伝
」『
中
京
大
学
文
学
科
学
研
究
』
三
一
号
、
令
和
二
年
三
月

（
３
）
以
下
、和
歌
は
前
項
『
調
査
研
究
報
告
』
四
〇
号
の
鶴
﨑･

近
藤
・
大
利
の
「
中

庄
新
川
家
文
書
に
伝
わ
る
近
世
初
頭
～
前
期
の
和
歌
」
に
よ
る

（
４
）
木
藤
才
蔵
『
連
歌
史
論
考
』
下　

明
治
書
院　

平
成
一
一
年
ほ
か


